
「応援団」って何をするの？

図書館や学校、公民館など、子どもたちが集まる場所での読み聞かせや手づく

り絵本や 紙しばいの作成など、できる範囲で、子どもの読書活動の
サポートをお願いします。市町村教育委員会の「ブックスタート事業」などにご協力
いただいている例もあります。

※詳しくは、オホーツク教育局社会教育指導班（下記連絡先）に
お問い合わせください。

「北海道子ども読書応援団」は、北海道のすべての子どもがあらゆる機会と場所において、
自主的に読書活動を行うことができるよう、社会全体でその推進を図ることを目的としています。

協力したいんだけどどうすればいい？

下の連絡先にご連絡ください。
北海道教育委員会のホームページから、関係書類をダウンロードすることもできます。

【お問合せ先】

北海道教育庁オホーツク教育局教育支援課社会教育指導班（担当：髙橋・本田）

電話 （0152）41-0759 メール takahashi.eriko@pref.hokkaido.lg.jp

「応援団」はどれくらいあるの？

全道で159団体、オホーツク管内では８団体の皆様に
ご協力いただいています。（令和６年６月７日現在）

☆読書推進未夢（みゆ）の会 ☆自作紙芝居の会
☆朗読ボランティア声の図書館「そよかぜ」 ☆おはなしポケット
☆読み聞かせボランティア「りんごっこ」 ☆北見おやこ劇場
☆リーディング倶楽部たんぽぽ ☆ころぽっくる

活動中の「応援団」について知りたい！

北海道子ども読書応援団だより「ゆめ＊よみ」を
年2回発行し、全道の応援団の皆様の活動を紹介しています。
バックナンバーは、北海道教育委員会ホームページでご覧いただけます。

北海道教育委員会HPはこちら

子ども読書応援団
北海道


